
第２７回 道央クラブバレーボール連盟 ６人制会長杯争奪大会

　平成28年4月23日(土)　野幌総合運動公園総合体育館

　　　　　（体育室は 17:00 ～ 21:00 まで延長あり）
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【成績結果】
男 子 の 部 優勝　ＳＰＲ２０１１（札幌市） 準優勝　アイ・ディー・エフ 札幌 ３位　北海道クラブ（札幌市）

　　　ＳＷＡＴＴ（札幌市）
女 子 の 部 優勝　アイ・ディー・エフ 準優勝　北海道V-spirit（札幌市） ３位　Ｒｏｕｇｈ（札幌市）

ｆｅｍｍｅ（札幌市） 　　　ＳＩＬＶＥＲ（札幌市）
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戦評（女子決勝戦）1ｾｯﾄ目ｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌfemmeの速攻とﾌﾞﾛｯｸが冴えﾘｰﾄﾞを広げる。対する北海道V-spiritも粘りのﾚｼｰﾌﾞで必死に応戦するが最後の決め手を欠き一方的にｱｲ･ﾃﾞｨｰ･

ｴﾌfemmeがこのｾｯﾄを先取する。2ｾｯﾄ目の序盤北海道V-spiritは8番ｴｰｽ松田の活躍で主導権を握る。対するｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌfemmeもﾚｼｰﾌﾞも次第に相手の攻撃に対応し始め徐々に

追い上げ中盤には逆転に成功する。それ以降も多彩な攻撃と高さあるﾌﾞﾛｯｸで一気に突き放したｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌfemmeがこのｾｯﾄも連取し初出場で初優勝を飾る。

戦評（男子決勝戦）1ｾｯﾄ目序盤より決勝戦にふさわしく大接戦となる。均衡を破ったのはSPR2011の7番片岡のｻｰﾋﾞｽｴｰｽであった。そこからも接戦となるがSPR2011優位のまま

終盤を迎える。ｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌ札幌も粘り最後まで一進一退となるがSPR2011が逃げ切りこのｾｯﾄを先取する。2ｾｯﾄ目の序盤はSPR2011のｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞが安定せずｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌ札幌

がﾘｰﾄﾞし中盤を迎えるがSPR2011の3番渡辺の連続ｻｰﾋﾞｽｴｰｽで一気に追いつきまたも大接戦となる。終盤最後の最後で3番一刀のｻｰﾋﾞｽｴｰｽで得点を挙げたｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌ札幌

がこのｾｯﾄを取って対に持ち込む。ﾌﾙｾｯﾄになった決勝戦互いに譲らず攻めも攻めたり守りも守ったりと大接戦となる。しかし最後にｱｲ･ﾃﾞｨｰ･ｴﾌ札幌のｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞが乱れSPR2011

が得点を挙げ最終ｾｯﾄを取り3年ぶり2回目の優勝を飾る。


